
▼学生支援課

▼国際交流センター室

※教職員は、所属部長に連絡してください。

2020年12月1日　策定　　　

＜天理大学＞新型コロナウイルス感染症への対応フローチャート

体調不良等に関わらず、毎朝晩、検温等の健康チェックを行い、行動記録も付けてください。

登校再開に向けた確認

予防措置として万が一、経過観察（自宅待機等）を

指示された場合は、その旨を学生支援課に電話で連

絡してください。

・氏名（学籍番号） ・連絡先 ・現在の体調

経過観察期間が解除となった場合も、登校前に学生

支援課に電話で連絡をしてください。

大学へ報告

海外渡航

の報告

２週間の経過観察が必

要です。

学生支援課または国際

交流センター室に連絡

してください。

接触状況・

体調不良等

の報告

学生支援課または国際交

流センター室に連絡して

ください。

・氏名（学籍番号）

・連絡先

・現在の症状や過

・直近の行動記録

・最後に大学へ登校

した日等

登校再開に向けた確認

大学に電話で以下の内容を連絡してください。

・現在の体調 ・受検結果（結果判明次第すぐに）

・経過観察（自宅待機等）を指示された期日

・その他の指示された内容

経過観察期間が解除となった場合も、必ず登校前に

大学へ電話で連絡してください。

体調不良 ※1

＜登校不可＞

学生支援課より

授業担当者へ

受講配慮の連絡

・感染者との

接触があった

・COCOAで通知

があった

＜登校不可＞

学生支援課より

授業担当者へ

受講配慮を連絡

PCR検査の

受検報告

学生支援課または国際

交流センター室に連絡

してください。

・氏名（学籍番号）

・連絡先

・現在の症状や経過

・症状発症の４日前

からの行動記録、

接触者の有無

・最後に大学に登校

した日等

・PCR検査の受検日、

場所、判定予定日

海外渡航した

症状の有無に関わら

ず、海外から帰国・

来日後２週間の経過

観察が必要

＜登校不可＞

公欠として扱う

新型コロナウイルス感染症に罹患している場合

大学(学生支援課・国際交流センター室)から状況を確認するため、何度か連絡します。

必ず電話に応答するか、折り返し連絡をください。

・受検結果(陽性判定日) ・症状や経過、診断内容

・濃厚接触者や接触者（特に学内・大学関係者）・大学への入構日(授業への出席、クラブへの参加等)

・療養先（病院やホテル名や収容日時等） ・登校許可日（保健所または医師に確認）

陰性（感染なし）と判断された

相談窓口

かかりつけ医など身近な医療機関に、電話で相談してください

あるいは、

・奈良県在住者

→奈良県庁の「新型コロナ・発熱患者受診相談窓口」

（旧帰国者・接触者相談センター）に相談

・奈良県以外の在住者

→厚生労働省HPで各都道府県の帰国者・接触者相談センター等の連

絡先を確認

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19-

kikokusyasessyokusya.html

濃厚接触者

と認定された

※保健所や医師から

濃厚接触者と特定さ

れPCR検査を受けるこ

とになった

＜登校不可＞

学生支援課より

授業担当者へ

公欠扱いを連絡

PCR検査で

”陽性”と判明した

即時、大学へ連絡

＜登校不可＞

学生支援課より

授業担当者へ

公欠扱いを連絡

医療機関等での検査や受診の必要ありと判断された

医療機関等での検査や受診の必要なしと判断された

大学へ報告・確認

PCR検査受検

陽性（感染あり）と判断された

大学へ報告・確認

大学との綿密な情報交換

異常があった場合

ただちに、『相談窓口』を参考にフロー

チャートにあわせて、

大学への報告をしてください。

異常がなかった場合

登校を再開する前に、必ず学生支援課

または国際交流センター室に電話で連

絡してください。

大学へ報告

公欠として扱う

※1 体調不良とは

・息苦しさ(呼吸困難)、強いだるさ(倦怠感)、

高熱等の強い症状のいずれかがある場合

・重症化しやすい人※2で、発熱や咳などの

比較的軽い風邪の症状がある場合

※2高齢者をはじめ、糖尿病、心不全、呼吸

器疾患(COPD等)の基礎疾患がある人や

透析を受けてい人、免疫抑制剤や抗がん剤

などを用いている人

・上記以外の人で発熱や咳など比較的軽い

風邪の症状が４日以上続く場合、または

解熱剤等を飲み続けなければならない場合
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